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12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

12
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
等

の
埋
め
立
て
な
ど
、
特
定
事
業
を
行
う
許

可
申
請
の
前
に
、
市
へ
の
事
前
協
議
と
周

辺
住
民
等
へ
の
説
明
会
の
開
催
を
義
務
付

け
る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
説
明
会
が
開
催
で
き
な
い
場
合
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か

答　
反
対
派
の
人
た
ち
が
説
明
会
の
開
催

を
妨
害
す
る
場
合
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

質　
罰
則
規
定
は
設
け
て
い
な
い
が
、

こ
の
条
例
で
問
題
は
解
決
で
き
る
の
か

答　

自
治
会
に
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
自
治
会
長
に
口
頭
で
説
明
す
る
だ
け

て
い
る
が
、
経
過
措
置
に
よ
り
本
市
の
農

業
委
員
定
数
は
基
準
を
一
人
上
回
っ
て
い

る
。
今
後
、
経
過
措
置
期
間
が
終
了
と
な

る
こ
と
や
農
業
委
員
数
が
県
内
最
多
で
あ

る
こ
と
を
鑑
み
、
耕
地
面
積
の
大
き
い
県

内
５
つ
の
市
の
農
業
委
員
一
人
当
た
り
の

担
当
す
る
平
均
耕
地
面
積
を
も
と
に
、
人

数
を
算
出
し
、
委
員
と
の
協
議
に
よ
り
決

定
し
た
。

質　
委
員
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
た
の
か

答　

当
初
20
人
と
す
る
案
を
提
示
し
た

が
、
農
家
以
外
か
ら
選
出
さ
れ
る
中
立
委

員
１
人
を
含
め
て
20
人
で
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
た
た
め
、
中
立
委

員
を
含
め
て
21
人
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

質　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

関
す
る
定
数
の
考
え
方
は

答　

募
集
人
数
に
つ
い
て
は
現
在
の
推

進
委
員
と
協
議
し
、
35
人
と
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
が
、
推
進
委
員
の
役
割
等

に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
が
継
続
さ
れ
て

お
り
、
今
後
増
員
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

も
想
定
し
40
人
以
内
と
し
た
い
。

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
一
歩
踏
み

込
ん
だ
対
応
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質　
本
市
で
も
過
去
に
土
砂
を
搬
入
さ

れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
今
回
の
条
例
改
正
に
至
っ
た
の
か

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
①
農
業
委
員
の
定
数
を
25
人
か
ら
21
人

に
改
め
る
。

　
②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

を
40
人
か
ら
40
人
以
内
に
改
め
る
。

主
な
質
疑
応
答

質　
農
業
委
員
の
定
数
を
４
人
減
と

す
る
理
由
は

答　

定
数
は
法
令
等
に
よ
り
定
め
ら
れ

可決 全会一致

申請前に事前協議や
住民説明会を
義務付け
議案第117号　栃木市土砂等の
埋立て等による土壌の汚染及び
災害の発生の防止に関する条例
の一部を改正する条例の制定

討
論
（
議
案
第
１
１
９
号
）

反
対
（
川
上
議
員
）

　
農
業
委
員
の
定
数
削
減
は
、
米
価
暴
落

な
ど
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
時
に
逆
行

す
る
も
の
で
あ
る
。
市
の
農
業
は
県
内
有

数
で
あ
り
、
女
性
農
業
委
員
の
拡
大
に
も

新
た
な
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。
農

業
の
危
機
を
打
開
し
て
、
持
続
可
能
な
農

業
と
農
山
村
の
再
生
を
目
指
す
こ
と
が
国

民
・
市
民
の
願
い
で
あ
る
。

賛
成
（
松
本
議
員
）

　
今
回
の
定
数
の
見
直
し
は
、
農
業
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
削
減
に
踏

み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
苦
渋
の
決
断
で

あ
り
、
定
数
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
、
議
論
を
尽
く
し
決
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
決
断
を
何
よ
り

も
尊
重
し
た
い
。
委
員
の
皆
さ
ま
の
今
後

の
ご
活
躍
を
期
待
し
、本
案
に
賛
成
す
る
。

討
論
（
議
案
第
１
３
４
号
）

反
対
（
白
石
議
員
）

　

２
年
連
続
し
て
の
職
員
期
末
手
当
の
削

減
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
大
変
な
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
る
職
員
の
労
苦
に
報
い
る
ど

こ
ろ
か
、
逆
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
認
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
公
務
員
の
期
末

手
当
の
削
減
は
地
域
経
済
に
直
結
し
、
悪

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
地
域
経
済
は
危
機
に
ひ
ん
し
て
お
り
、

さ
ら
に
拍
車
を
掛
け
る
も
の
で
あ
り
、
撤

回
を
求
め
る
。

可決 賛成	20
反対	 5

農業委員および
農地利用最適化推進
委員の定数を改正
議案第119号　栃木市農業委員
会の委員及び農地利用最適化推
進委員の定数を定める条例の一
部を改正する条例の制定

農業委員会では、
農地売買の許可や
遊休農地の調査な
どをしているんだ。
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　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、発言した議員名と討論が行われた議案等の番号は
次のとおりです。（○＝賛成　●＝反対）
議案第119号　　　●川上　　均 議員　〇松本　喜一 議員
議案第134号　　　●白石　幹男 議員

議案等の審議結果
　12月定例会では、議案28件、陳情1件、議員案1件が審査され、その内、全会一致は27件、賛否が
分かれた議案等は3件でした。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。
　なお、陳情第4号については、賛成者はいませんでした。 賛成：◯　反対：●　欠席：―

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 27 28 29 30
森
戸
　
雅
孝

小
平
　
啓
佑

浅
野
　
貴
之

川
上
　
均

大
浦
　
兼
政

古
沢
　
ち
い
子

大
谷
　
好
一

坂
東
　
一
敏

青
木
　
一
男

茂
呂
　
健
市

内
海
ま
さ
か
ず

小
久
保
か
お
る

針
谷
　
育
造

氏
家
　
晃

入
野
　
登
志
子

千
葉
　
正
弘

白
石
　
幹
男

永
田
　
武
志

福
富
　
善
明

広
瀬
　
義
明

関
口
　
孫
一
郎

針
谷
　
正
夫

大
阿
久
　
岩
人

松
本
　
喜
一

小
堀
　
良
江

梅
澤
　
米
満

福
田
　
裕
司

中
島
　
克
訓

天
谷
　
浩
明

自
民
明
政

自
民
未
来

誠
　
心

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

自
民
未
来

公
明
党
議
員
会

誠
　
心

誠
　
心

自
民
未
来

創
志
会

創
志
会

公
明
党
議
員
会

創
志
会

自
民
未
来

公
明
党
議
員
会

創
政
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

自
民
未
来

自
民
明
政

無
会
派

自
民
未
来

弘
毅
会

自
民
明
政

自
民
未
来

無
会
派

自
民
明
政

創
政
会

弘
毅
会

誠
　
心

議 案
第119号

栃木市農業委員会の委員
及び農地利用最適化推進
委員の定数を定める条例
の一部を改正する条例の
制定について

可
決〇 〇 〇 ● 〇 〇 － 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 － 〇 ● － 〇 〇 〇 〇〇〇

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

〇 〇 〇 〇

議 案
第134号

栃木市職員の給与に関す
る条例及び一般職の任期
付職員の採用及び給与の
特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定に
ついて

可
決○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ● ● ○ ● ○ － ○ ● － ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○

議 案
第135号

栃木市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可
決○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ● ● ○ ● ○ － ○ ● － ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第 4 号

新型コロナウイルス対策
に関する見直しを求める
陳情書

不
採
択
● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● － ● ● － ● ● ● ●●● ● ● ● ●

　嘉右衛門町伝建地区は、県内で唯一、国の重要伝統的建造
物群保存地区に選定されています。伝建地区内で、みそ工場
として江戸時代末期に建てられた商家を修理・復元し、観光・
まちづくり等の拠点施設「ガイダンスセンター」として生ま
れ変わりました。
　今回の表紙は、ガイダンスセンターで伝建地区の紹介や観光案内をしているNPO法人「嘉右衛門
町伝建地区まちづくり協議会」の皆さんを紹介しています。歴史と文化を守りながら、若い世代も参
画している居心地の良い町並みに、ぜひお越しください。
 （撮影協力：NPO法人嘉右衛門町伝建地区まちづくり協議会　表紙撮影：青木・古沢委員）

表紙の写真 歴史と文化をつなぐ
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一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
を
制
定
し
、
体
制
強
化
を
望
む

　
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

地
域
の
理
解
と
協
力
が
最
重
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
家
族
は
地
域
の
協
力
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
安
心
、
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。

　
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
認
知
症
施
策
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
制
度
の
集

大
成
が
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

事
業
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
制
定
し
、
さ
ら
に
市
全
体
で
取
り
組
む

体
制
強
化
を
望
む
が
、
執
行
部
の
見
解
を

伺
う
。

答
弁
髙
橋
保
健
福
祉
部
長

条
例
制
定
を
見
据
え
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
く

　

市
で
は
、
認
知
症
施
策
と
し
て
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
や
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
協
力
事
業

者
と
高
齢
者
の
見
守
り
協
定
を
締
結
す
る

な
ど
、
連
携
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
回
の

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

よ
り
、
さ
ら
に
認
知
症
施
策
に
厚
み
を
増

す
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
全
体
で
認
知
症
の
方
を
見
守

る
機
運
の
醸
成
を
図
る
中
で
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
ご
家
族
も
参
画
す
る
協
議
会
の

設
置
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
、
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
制
定
も
見
据
え
な
が
ら
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向

け
、行
政
や
市
民
、

協
力
事
業
者
等
の

役
割
等
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い

く
。

○
市
街
地
に
お
け
る
浸
水
対
策

●
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

〇
こ
れ
か
ら
の
蔵
の
街
観
光
振
興

古沢 ちい子 議員

公明党議員会

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」宣
言

へ
の
対
応
は

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
へ
の
対
応
が
、
今
後
本
市

に
求
め
ら
れ
る
。
脱
炭
素
実
現
に
向
け
て

の
本
市
の
目
指
す
姿
と
し
て
、
地
域
で
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
向
け
た
制

度
整
備
、
予
算
措
置
を
含
め
た
各
種
計
画

へ
の
反
映
な
ど
具
体
的
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
７
市
町
の
自
治
体
が

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
て
い

る
。
本
市
は
ま
だ
表
明
し
て
い
な
い
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

令
和
４
年
度
中
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
宣
言
し
た
い

　
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
で
は
、
国
が

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
定
め
て
、
市
町

村
は
そ
の
計
画
に
即
し
た
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
10
月
22
日
に
は
、
改
訂
さ
れ
た
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
本
市

で
は
、
こ
の
計
画
に
即
し
た
第
２
次
環
境

基
本
計
画
の
策
定
を
現
在
進
め
て
い
る
。

　
先
日
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
合
意
結
果
か
ら
、

今
後
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ら
に
積
極
的
な
施
策
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
第
２
次
環
境
基

本
計
画
に
お
い
て
は
、
栃
木
市
環
境
審
議

会
・
環
境
づ
く
り
市
民
懇
談
会
な
ど
の
意

見
を
十
分
に
お
聞
き
し
て
策
定
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
に
合
わ
せ
て
、
令
和

４
年
度
中
に
「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
）」を
宣
言
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

用
語
解
説

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は

２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
旨
を
首

長
自
ら
が
又
は
地
方
自
治
体
と
し
て

公
表
さ
れ
た
地
方
自
治
体
の
こ
と

●�

本
市
に
お
け
る
脱
炭
素
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み

○
栃
木
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
果

福田 裕司 議員

創政会
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中
山
間
地
に
も
光
を

　
一
般
的
に
、
中
山
間
地
域
と
は
平
地
の

周
辺
部
か
ら
山
間
地
に
至
る
ま
と
ま
っ
た

平
坦
な
耕
地
が
少
な
い
地
域
と
さ
れ
る
。

　
今
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
脚
光
を
浴

び
て
い
る
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

中
山
間
地
域
に
も
人
が
住
み
、
生
活
が
あ

り
、
夢
も
苦
悩
も
あ
る
こ
と
だ
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
お
け
る
中
山
間

地
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
増
山
総
合
政
策
部
長

中
山
間
地
域
に
住
む
皆
さ
ま
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く

　

現
在
、
本
市
で
は
、、
医
療
・
福
祉
・

商
業
等
の
都
市
機
能
を
各
地
域
の
中
心
拠

点
で
あ
る
「
ま
ち
な
か
」
に
集
約
し
、
こ

れ
ら
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
都
市
を

形
成
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
は
、

「
ま
ち
な
か
」
に
集
落
を
集
約
す
る
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、「
ま
ち
な
か
」
と
そ

こ
か
ら
離
れ
た
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、
共
存
し
、
持
続

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
各
地
域
の
個
性
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
資
源
を
有

す
る
中
山
間
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
も
、
そ
こ
に
住
む
皆
さ
ま
と
と
も
に
考

え
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

〇�

真
名
子
の
歴
史
の
里
づ
く
り
（
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
地
域
重
点
事

項
か
ら
）

●
本
市
の
中
山
間
地
域
の
活
性
化

針谷 正夫 議員

弘毅会

学
習
用
端
末
に
関
す
る
い
じ
め
へ
の

今
後
の
課
題
と
対
策
は

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

き
、
全
国
の
小
中
学
校
に
配
備
さ
れ
た
一

人
一
台
の
学
習
用
端
末
に
関
し
て
、
全
国

74
自
治
体
の
う
ち
14
自
治
体
が
ア
プ
リ
に

よ
る
誹
謗
中
傷
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
把
握

し
て
い
る
こ
と
が
全
国
調
査
で
分
か
り
、

う
ち
４
自
治
体
は
い
じ
め
と
認
知
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
本
市
に
お
け
る
現

状
と
今
後
の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
名
淵
教
育
次
長

教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の

向
上
を
図
り
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

　
い
じ
め
を
含
む
不
適
切
な
使
用
へ
の
対

策
と
し
て
は
、
市
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

起
動
時
に
自
動
で
ロ
グ
イ
ン
と
な
り
、
児

童
生
徒
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
外
部
に

知
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
な
り
す
ま
し
等

の
悪
用
が
で
き
な
い
設
定
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
別
に
ロ
グ
イ
ン
が
必
要
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
の

ロ
グ
イ
ン
情
報
の
重
要
性
と
管
理
方
法
に

つ
い
て
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
チ
ャ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
学

習
の
み
で
の
利
用
と
し
、
児
童
生
徒
が
書

き
込
み
を
す
る
際
は
、
教
師
が
内
容
を
確

認
で
き
る
設
定
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
以

外
の
情
報
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
権
に
配
慮
し
な
が
ら

ル
ー
ル
に
沿
っ
た
適
正
な
使
用
が
で
き
る

よ
う
、
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
一

層
の
向
上
を
図
り
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

○�

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
状
況
と
整
備
方
針

●
教
育
行
政

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護
予
防
策

小久保 かおる 議員

公明党議員会

市内の中山間地における
平成28年度末から令和2年度末の推移

人口増減率 高齢化率
（R2年度末）

高齢化率
増減割合

旧真名子村 -8.1% 37.3% 4.2%
旧寺尾村 -10.6% 43.0% 4.6%
旧皆川村 -9.0% 34.4% 4.4%
旧小野寺村 -8.1% 44.5% 6.2%
旧藤岡町の
藤岡地域

-4.9% 36.6% 2.4%

旧西方町の
西方地域

-4.3% 34.3% 3.2%

旧赤津村 -7.0% 38.8% 3.2%
栃木市全体 -2.8% 31.6% 2.3%
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水
害
ま
で
に
は
な
ら
な
い
が
、
道
路
が

冠
水
し
通
れ
な
い
箇
所
へ
の
対
応
を

　
市
内
各
所
で
通
学
路
や
生
活
道
路
が
冠

水
し
、
通
れ
な
い
、
不
便
を
来
し
て
い
る

箇
所
が
多
く
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
箇
所
は
、
管
理
者
で
あ
る

栃
木
市
が
対
処
し
な
い
と
い
け
な
い
が
、

そ
の
改
善
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
内
水
氾
濫
を
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
今
後
、
市
の
重
点
施
策
に
格

上
げ
し
、
具
体
的
に
対
処
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁
宇
梶
都
市
建
設
部
長

調
整
池
の
遮
水
壁
の
工
事
を
実
施
し
、

浸
水
被
害
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く

　
内
水
氾
濫
対
策
に
つ
い
て
は
、
近
年
の

台
風
や
、
線
状
降
水
帯
等
に
よ
る
大
雨
が

頻
発
し
、
市
内
各
地
で
浸
水
被
害
や
道
路

冠
水
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
対
策
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
内
水
氾
濫
に
よ
る
対
策
が

必
要
な
区
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
、

箱
森
町
地
内
の
舘
野
川
に
調
節
池
等
の
整

備
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
引
き
続
き
現
状・原
因
を
確
認
し
つ
つ
、

流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
河
川
や
水
路

を
改
修
し
、
効
果
的
な
対
策
を
実
施
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
雨
水
対
策
事
業
と
し
て
、
片
柳

町
四
丁
目
か
ら
薗
部
町
三
丁
目
に
か
け
た

栃
木
環
状
線
沿
い
に
、
調
整
池
と
雨
水
幹

線
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
今
年
度
は
調

整
池
の
遮
水
壁
の
工
事
を
実
施
し
、
浸
水

被
害
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
水
害
対
策

〇
栃
木
市
定
員
適
正
化
計
画

〇
生
活
困
窮
者
支
援

〇
子
育
て
支
援
施
策
の
そ
の
後

内海 まさかず議員

創志会

定
員
に
達
し
て
い
な
い
応
募
状
況

来
年
開
校
が
非
常
に
危
ぶ
ま
れ
る

　
令
和
３
年
３
月
議
会
で
、
旧
小
野
寺
北

小
学
校
の
日
本
理
化
工
業
所
へ
の
無
償
譲

渡
を
反
対
８
、
賛
成
20
で
可
決
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
３
月
26
日
、
県
の
私
学
審

議
会
が
承
認
し
、
栃
木
県
知
事
は
30
日
に

許
可
を
出
し
た
。

　

９
月
議
会
で
の
答
弁
で
は
、
定
員
に
達

し
て
い
な
い
応
募
状
況
だ
っ
た
。

　
12
月
の
学
科
別
の
学
生
応
募
達
成
見
込

み
と
、
令
和
４
年
４
月
の
専
門
学
校
の
開

設
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
増
山
総
合
政
策
部
長

引
き
続
き
学
園
側
か
ら
情
報
を

収
集
し
そ
の
結
果
を
報
告
す
る

　

栃
木
シ
テ
ィ
学
園
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
学
科
内
容
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

３
月
に
栃
木
県
が
承
認
し
た
「
専
修
学
校

の
設
置
に
係
る
事
業
計
画
」
か
ら
、
現
時

点
に
お
い
て
変
更
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
学
生
の
応
募
状
況
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
夏
休
み

期
間
中
に
、
学
校
説
明
会
や
学
校
訪
問

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
原
因
と
し

て
、
す
べ
て
の
学
科
に
お
い
て
定
員
に
は

達
し
て
い
な
い
と
学
園
側
か
ら
伺
っ
て
い

る
。

　
開
設
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
結
果
を
議
員
や

地
元
の
皆
さ
ま
に
は
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

〇
栃
木
市
の
農
業

●�

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
、
栃
木
シ
テ
ィ

学
園
関
係

針谷 育造 議員

創志会

開校が心配な栃木シティ学園

雨水幹線の調整池が造られる
片柳市営住宅跡地
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道
路
の
整
備
・
修
繕
の
方
法
を

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か

　

市
内
の
道
路
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の

様
々
な
段
差
が
あ
り
、
安
全
に
通
行
が
で

き
ず
、決
し
て
良
い
道
路
と
は
言
え
な
い
。

　

ま
た
、
歩
道
に
つ
い
て
も
、
側
溝
蓋
の

が
た
つ
き
や
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
つ
い
て

い
て
も
、
狭
く
て
ス
ム
ー
ズ
に
歩
く
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、
決
し
て
安
全

と
は
言
え
な
い
。

　
今
ま
で
の
整
備
・
修
繕
方
法
を
考
え
直

す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
執
行
部
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
宇
梶
都
市
建
設
部
長

道
路
管
理
者
や
道
路
占
有
者
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
・

修
繕
を
行
っ
て
い
く

　
今
後
の
道
路
整
備・修
繕
に
つ
い
て
は
、

通
行
さ
れ
る
方
々
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
危
険
排
除
の
観
点
か
ら
早
急
に
修
繕

を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県
の
道
路
管
理

者
や
、
水
道
・
ガ
ス
・
下
水
道
事
業
な
ど

の
道
路
占
有
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

道
路
の
傷
ん
で
い
る
箇
所
の
み
の
修
繕
に

と
ど
ま
ら
ず
、
広
範
囲
で
整
備
・
修
繕
を

行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
歩
行
者
用
の
安
全
通
路
等
に
お

い
て
は
、
通
学
路
を
優
先
的
に
整
備
し
つ

つ
、
併
せ
て
歩
道
の
修
繕
を
行
い
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

●
道
路
整
備
・
修
繕

○
農
業
用
地
の
諸
費
用

〇 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後

遺
症
等

〇
学
童
保
育
に
お
け
る
支
援
員
の
対
策

天谷 浩明 議員

誠　心

岩
舟
地
域
の
明
る
い
未
来
は

　

岩
舟
町
と
の
合
併
か
ら
７
年
が
経
過

し
、
そ
の
間
、
岩
舟
地
域
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

　
合
併
は
地
域
の
将
来
の
姿
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
、
悩
み
、
迷
い
な
が
ら
も
、
真

に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
手
を

取
り
合
い
、
力
を
結
集
し
て
、
一
つ
の
答

え
を
生
み
出
し
た
歩
み
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
岩
舟
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な

地
域
資
源
が
存
在
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に

生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
、
見
え
て
き
た
課
題
お
よ

び
岩
舟
地
域
の
発
展
可
能
性
に
つ
い
て
の

認
識
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

大
き
な
発
展
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る

　
岩
舟
地
域
は
み
か
も
山
公
園
や
と
ち
ぎ

花
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
る
施
設
が
あ
り
、
ま
た
、
岩
船

山
の
採
石
場
跡
地
で
は
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

や
映
画
等
の
撮
影
も
行
わ
れ
、
そ
し
て
歴

史
的
な
文
化
財
も
多
く
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
現
在
、令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た「
食

と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
及
び
観

光
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
、
も
ろ
も
ろ
の

施
策
を
検
討
し
て
い
る
が
、
中
で
も
栃
木

シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ジ

ア
ム
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

様
々
な
交
流
企
画
や
、
地
元
農
産
物
の
対

外
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
こ
の
周
辺
地
域
で
の

事
業
推
進
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
特
に
、
岩
舟
地
域
は
地
理
的
に
産
業
振

興
や
地
域
間
連
携
の
面
で
、
大
き
な
発
展

の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

●
岩
舟
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て

浅野 貴之 議員

誠　心

映画等の撮影も行われる岩船山
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月
２
万
７
千
円
の「
特
別
障
害
者

手
当
」の
活
用
告
知
を

　
毎
月
２
万
７
千
円
が
支
給
さ
れ
る
「
特

別
障
害
者
手
当
」
は
要
介
護
４
と
５
の
方

が
受
け
取
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
市
内
で

も
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
痴
ほ
う
の

症
状
の
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
、
条
件
が

あ
え
ば
支
給
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
市
民

に
周
知
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
た
。

　
近
隣
の
自
治
体
で
も
福
祉
関
係
の
部
署

で
対
応
す
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
介
護

認
定
の
際
の
案
内
に「
特
別
障
害
者
手
当
」

に
つ
い
て
明
記
す
る
な
ど
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
。
市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
髙
橋
保
健
福
祉
部
長

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

制
度
の
普
及
に
努
め
て
い
く

　
特
別
障
害
者
手
当
の
認
定
基
準
は
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法

律
施
行
令
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
、
2
級
程
度
の
異
な
る
障
が

い
が
重
複
し
て
い
る
方
、
身
体
障
害
者
手

帳
1
、
2
級
程
度
の
障
が
い
お
よ
び
最

重
度
の
知
的
障
が
い
等
が
重
複
し
て
い
る

方
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
こ
れ
ま
で
述
べ

た
内
容
と
同
程
度
の
障
が
い
、
疾
病
等
の

あ
る
方
と
さ
れ
て
い
る
。

　
要
介
護
4
ま
た
は
5
の
方
が
手
当
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
認
定
基
準
と
と
も
に
所
得
制
限
等

の
支
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な

る
た
め
、
ま
ず
は
窓
口
で
相
談
い
た
だ
き

た
い
。
今
後
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
周
知
を
図
る

な
ど
、
制
度
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

〇�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
暴
落
へ
の
対

応
と
本
市
の
農
業
政
策

〇
市
の
観
光
政
策

〇
コ
ロ
ナ
対
策

●
特
別
障
害
者
手
当

川上　均 議員

日本共産党栃木市議団

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を

高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
を

　
栃
木
県
内
で
も
、
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
年
齢
を
高
校
３
年
生
ま
で

拡
大
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　
宇
都
宮
市
で
は
今
年
度
か
ら
対
象
年
齢

を
高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
佐
野
市
で

は
来
年
度
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
両
市
と
も
、
現
市
長

が
市
長
選
の
公
約
に
掲
げ
実
現
し
た
も
の

だ
。
栃
木
市
と
し
て
も
、
子
育
て
支
援
と

い
う
観
点
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
対
象
年

齢
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

対
象
年
齢
の
拡
大
を
含
め
効
果
的
な

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
数
年
、
対
象
年
齢
を
高
校
3
年
生
ま
で

拡
大
す
る
市
町
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
軽
減
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
対
象
年
齢
を
拡
大

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に

認
識
し
て
い
る
の
で
、
対
象
年
齢
の
拡
大

を
含
め
、
効
果
的
な
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

○�

気
候
危
機
に
対
す
る
自
治
体
と
し
て

の
取
り
組
み

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

〇
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
関
連
の
事
案

白石 幹男 議員

日本共産党栃木市議団
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防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の

工
事
の
実
施
時
期
は

　

近
年
、
局
地
的
な
大
雨
が
多
発
し
、
貯

水
池
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災

工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、
整
備
を
進
め
て
い
る
か
と
思
う

が
、
該
当
す
る
た
め
池
は
い
く
つ
あ
る
の

か
伺
う
。
ま
た
、
工
事
等
の
時
期
は
い
つ

に
な
る
の
か
伺
う
。

答
弁
秋
間
産
業
振
興
部
長

令
和
６
年
度
以
降
、
危
険
か
つ

緊
急
性
の
高
い
た
め
池
か
ら
優

先
的
に
工
事
を
実
施
し
て
い
く

　
12
月
議
会
に
調
査
費
と
し
て
提
出
し
て

い
る
補
正
予
算
の
た
め
池
８
カ
所
を
含

め
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
は
、
市
内

に
25
カ
所
あ
り
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
全

て
の
た
め
池
の
劣
化
状
況
評
価
お
よ
び
地

震
・
豪
雨
耐
性
評
価
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
工
事
等
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
防
災
工
事
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
た
め
池
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
に「
た
め
池
防
災
工
事
実
施
計
画
」

を
策
定
し
、
令
和
６
年
度
以
降
、
危
険
か

つ
緊
急
性
の
高
い
た
め
池
か
ら
、
優
先
的

に
順
次
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

〇
岩
船
山
の
埋
め
立
て
地
の
土
砂
流
出

●
た
め
池
の
有
効
活
用

〇
米
の
価
格

〇
道
路
行
政

梅澤 米満 議員

自民明政

保
険
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば

貸
し
出
し
は
可
能
で
は
な
い
か

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
市
民
へ
の
貸
し
出
し
は

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
市
内
各
地
域

に
お
い
て
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
活
動

の
中
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
農
家
以
外
に
と
っ
て
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
確
保
が
難
し
い
場
合
も
予
想
さ

れ
、
ほ
か
の
自
治
体
で
は
貸
し
出
し
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
車
の
ス
ポ
ッ
ト
保
険
の
活
用
や
民
間
保

険
へ
の
加
入
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
民
間
を
含

め
た
貸
し
出
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
な
ど
市
民
へ
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
貸
し
出
し

を
行
う
た
め
の
方
策
が
い
く
つ
か
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
大
野
経
営
管
理
部
長

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
る

が
民
間
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
活
用

等
を
考
え
た
い

　
市
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
の
市
民
へ
の
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
、
古
い
車
両
が
多
い
こ

と
、
車
両
の
集
約
に
伴
い
台
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
、
休
日
に
事
故
や
故
障
が
発

生
し
た
場
合
、
迅
速
な
対
応
が
難
し
い
こ

と
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
市
が
加
入
し
て
い
る
全
国
市
有

物
件
災
害
共
済
会
の
任
意
保
険
は
、
市
職

員
が
公
務
で
公
用
車
を
使
用
す
る
場
合
に

し
か
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
し

た
市
民
に
、
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
事
態

も
想
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
実
施
に
踏
み

切
る
に
は
課
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、

市
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
市
民
へ
貸
し
出
す
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
保
険
へ
の
加

入
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
安
く
加
入
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
民
間
保
険
へ
の
加

入
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
が
非
常
に
割
高

に
な
る
た
め
負
担
が
大
き
い
。
提
案
の
中

で
は
貸
し
出
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

近
い
案
が
一
番
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

●�

市
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
の
市
民
へ
の
貸

出
が
で
き
な
い
か

〇
突
風
被
害
と
倒
木
等
の
処
理
の
あ
り
方

〇
街
の
景
観

千葉 正弘 議員

創政会

防災重点農業用ため池に指定されている
岩の入溜（岩舟町三谷）
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●
ね
え
知
っ
て
る
？

　

公
道
と
私
道
の
管
理
修
繕
責
任
！

　

そ
の
問
題
と
対
策

私
道
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、

私
道
整
備
補
助
金
を
新
設
し
よ
う

　
今
後
の
人
口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
地
方

部
で
は
道
路
、
特
に
私
道
に
お
い
て
様
々

な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
空
き
家
の
増
加
が
必
ず
起
こ
る
中
で
、

相
続
放
棄
や
持
ち
主
不
明
の
土
地
も
増
え

る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
私
道
の

管
理
修
繕
へ
の
対
策
が
遅
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
私
道
整
備
は
持
ち
主
が
行
う
こ

と
が
法
律
上
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
発
信
し
、

理
解
し
て
も
ら
い
、
周
知
を
図
る
努
力
が

必
要
で
あ
る
。
他
の
自
治
体
の
状
況
を
見

る
と
、
私
道
整
備
補
助
金
を
取
り
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
数
多
く
存
在
す
る
が
、
本

市
で
新
設
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
宇
梶
都
市
建
設
部
長

県
内
市
町
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
く

　
私
道
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
土
地

の
所
有
者
に
管
理
責
任
が
生
じ
る
も
の
で

あ
る
が
、他
市
の
先
進
事
例
を
調
べ
る
と
、

不
特
定
多
数
の
方
々
が
通
る
私
道
に
つ
い

て
は
、
修
繕
や
整
備
工
事
を
所
有
者
が
行

い
、
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
県
内
市
町

と
情
報
共
有
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

大浦 兼政 議員

自民未来

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、

ひ
と
り
親
世
帯
へ
暖
房
費
の

一
部
助
成
の
考
え
は

　
最
近
の
原
油
の
高
騰
で
生
活
用
品
の
値

上
げ
や
燃
料
費
の
値
上
が
り
が
起
き
て
い

る
。

　
こ
れ
か
ら
冬
場
を
迎
え
、
寒
さ
も
厳
し

さ
を
増
し
て
く
る
と
思
う
が
、
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す

る
暖
房
費
の
一
部
助
成
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
検
討
し

て
い
く

　
原
油
高
騰
に
よ
る
燃
料
代
の
値
上
が
り

は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
に
お
い
て

も
経
済
的
な
負
担
に
な
っ
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
国
に
お
い
て
「
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
」
の
支
給
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
原
油
価
格
の
高
騰
を

受
け
た
国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
、
検
討
し
て
い
く
。

〇
小
中
学
生
の
い
じ
め
問
題

〇
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進

●
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援

森戸 雅孝 議員

自民明政

用
語
解
説

公
道
と
私
道
と
は

法
律
上
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
市

で
は
、公
道
は
「
国
や
県
、市
が
所
有・

管
理
し
て
、
一
般
交
通
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
道
路
」、私
道
は
、「
個

人
ま
た
は
民
間
の
法
人
が
所
有
・
管

理
し
て
い
る
道
路
」と
し
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

感
染
状
況
の
新
指
標
に
対
す
る

市
の
認
識
は

　
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
分
科
会
が
11
月
８
日
に
発
表
し
た
感

染
状
況
の
「
新
指
標
」
に
対
す
る
本
市
の

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
新
指
標
に
よ
る
市
独
自
の
緊
急

事
態
宣
言
発
令
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
髙
橋
保
健
福
祉
部
長

医
療
逼
迫
状
況
に
重
点
を
置
い
た

こ
と
に
よ
り
各
都
道
府
県
が
迅
速

に
対
応
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

　
こ
れ
ま
で
の
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
分
類
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

行
わ
れ
て
い
な
い
時
期
に
お
け
る
新
規
陽

性
者
数
と
医
療
逼
迫
と
の
関
係
の
検
証
を

基
に
、
新
規
陽
性
者
数
を
含
め
た
様
々
な

指
標
の
目
安
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
新
た
な
５
つ
の
レ
ベ
ル

分
類
は
、
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

70
％
を
超
え
、
医
療
提
供
体
制
の
強
化
や

治
療
薬
の
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
軽

症
者
の
割
合
が
多
く
な
り
、
重
症
者
の
入

院
病
床
利
用
率
が
減
少
し
て
い
る
状
況
か

ら
、感
染
状
況
に
引
き
続
き
注
視
し
つ
つ
、

医
療
逼
迫
状
況
に
、
よ
り
重
点
を
置
い
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

各
都
道
府
県
が
地
域
の
感
染
状
況
や
医
療

逼
迫
状
況
を
評
価
し
、
迅
速
に
対
応
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
医
療
の
逼
迫
が
生

じ
な
い
水
準
に
感
染
を
抑
え
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
の
制
限
を
段
階
的
に
緩
和
し
、

教
育
や
日
常
生
活
、
社
会
経
済
活
動
の
回

復
を
促
進
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
医
療
逼
迫
状
況
の
評
価
等
は
市

で
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、
県
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
対
応
と
し
、
市
独
自
の
レ
ベ

ル
設
定
は
し
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策

小平 啓佑 議員

自民未来

常任委員会の委員の定数が変わります（栃木市議会委員会条例）

　次の市議会議員選挙（令和４年４月執行予定）から栃木市議
会議員の定数を30人から２人減の28人とすることに伴い、栃
木市議会委員会条例の一部を改正する条例案が12月定例会最
終日に議員案として提出され、全会一致で可決されました。
　改正の内容は、４つの常任委員会のうち総務常任委員会およ
び民生常任委員会の委員の定数を、
それぞれ８人から７人に変更する
ものです。

提出者を代表して説明を行う川上議員

総務常任委員会　　　　７人
民生常任委員会　　　　７人
産業教育常任委員会　　７人
建設常任委員会　　　　７人

変更後（議員定数28人）変更後（議員定数28人）

総務常任委員会　　　　８人
民生常任委員会　　　　８人
産業教育常任委員会　　７人
建設常任委員会　　　　７人

変更前（議員定数30人）変更前（議員定数30人）

議員はどこか一つの常任委員会に所
属して、議案等の審査をしているよ。
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新型コロナウイルス対策に関する見直しを求める陳情書（提出者：栃木	命と人権を守る市民の会）

【陳情事項】
①18～39歳の若者及び18歳未満の子どもを対象にした新型コロナワクチン接種事業の中止
②�新型コロナワクチンパスポート及びそれに類する非接種者への差別を助長する仕組みの導入の
阻止、非接種者差別を禁止する条例の制定

③学校及び児童保育機関で児童生徒及び教職員のマスク着用推奨を中止し、咳エチケットへ統一する

　12月定例会に提出された本陳情は、民生常任委員会
において審査を行いました。審査に先立ち、民生常任
委員研究会を開催し、陳情書提出者から陳情の趣旨な
どについて意見聴取を行いました。
　委員会の審査では、「国の事業を中止すべきというの
は行き過ぎだと思う。また、マスクについては感染防
止の効果はあると考える。」との意見や「ワクチン接種
を受けない自由と同時に、受ける自由も保障されるべ
きである。ただし、非接種者への差別の禁止については、
本市の取組状況を研究していく必要があると考える。」
などの意見があり、「不採択とすべきもの」となりました。
　また、定例会最終日の本会議においても賛成者はな
く、「不採択」となりましたが、ワクチン非接種者への
差別については、後日、民生常任委員研究会で調査を
行いました。

議会改革に取り組んでいます（議会改革検討委員会）

　議会改革検討委員会では、時代や状況に即した一般質問の在り方について検討を重ね、「栃木市議会
申し合わせ事項」の変更を行いました。また、オンライン会議の導入に向けて、「栃木市議会オンライ
ン会議活用方針」を策定しました。

栃木市議会申し合わせ事項（主な変更点）
●一般質問に関すること
・使用できる資料のサイズを「A3まで」を「B2まで」とする。
・スクリーンの使用を認める。
・議会選出の監査委員の一般質問を認める。
※これまではスクリーンの使用や監査委員の一般質問は原則として認めていませんでした。

栃木市議会オンライン会議活用方針（主なポイント）
●趣　　旨：新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策の一環として定める。
●基本方針： 通信環境により音声や映像が途切れること、傍聴の機会を十分に確保できないこと

も考えられることから、議会内で濃厚接触者と思われる議員がいる場合など、真に
必要な場合にのみ活用する。また、活用する会議は議員のみが参加する会議から試
行的に始める。

提出者からの意見聴取を行いました
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とちぎクリーンプラザを視察しました（議員研究会）

　11月11日開催の議員研究会では、長寿命化総合計画に基づき基幹的設備改良工事が予定されている
とちぎクリーンプラザ（梓町）を視察しました。
　同施設は、稼働開始から約18年が経過し、設備や機器の老朽化が進行しており、安全で安定したご
み処理を行っていくため、設備改良工事が必要となりました。設備改良工事により施設の延命化対策
を進め、性能を回復させることで、コストの縮減や二酸化炭素排出量の削減対策を実施します。
　現地では、施設内を回りながら、ごみ焼却施設やリサイクルプラザの現況や改良工事の予定箇所に
ついて説明を受けました。

消防施設の現地調査を実施しました（総務常任委員研究会）

　総務常任委員会では所管事項の調査として、消防施設の現地調査を実施しました。
　はじめに、藤岡地域の消防団に配備された軽乗用車をベースとした小型の消防ポンプ自動車などに
ついて調査を行いました。軽タイプの消防ポンプ自動車は普通免許でも運転が可能で、消防団員に扱
いやすく、狭い道や住宅密集地で機動性を生かした消火活動をすることができます。
　次に、栃木市消防本部・栃木消防署では、救助工作車や災害支援車、高規格救急自動車など同署に
配備されている車両について説明を受けました。高規格救急自動車には、新型コロナウイルス感染症
に対応した装置も配備されています。また、同署内にある消防指令センターにおいて、緊迫した指令
業務の現場を視察した後、消防職員と意見交換を行いました。

軽タイプの消防ポンプ自動車 高規格救急自動車
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開催しました開催しました
×栃木市議会

※ 今年度の議会報告会は新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を考慮し、各地域での開催は中止とし、
議会だよりへの掲載や報告動画の作成などにより
報告を行いました。この意見交換会も議会報告会
の一環として開催しました。

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大を防止する観点から、栃木商業高校ビジネス研究部
の皆さんとウェブ会議システムを利用しての意見交換会となりました。ビジネス研究部の皆さん
からは貴重なご意見をいただき、大変有意義な意見交換会となりました。

テーマ：	高校生が考える栃木市の理想像
（3班）

主なご意見
・市内に多くあるゴルフ場を使って、大型の

音楽フェスができたら良いなと思う。
・映画を見るとなると、小山市や宇都宮市に

行くことになるので、市内に映画館が欲し
い。

・ふるさと納税の返礼品として、渡良瀬遊水
地でのボートやカヌーの体験があると栃木
市が活性化すると思う。

・「栃木市といえば、これ」というものがない。
・ショッピングモールがあったら便利だと思う。

※栃木商業高校ビジネス研究部とは
栃木市の活性化に向けた研究活動を行ってい
ます。今年度新たな取り組みとして作成した

「教えて！議員さん」の動画にもインタビュ
アーとして出演していただきました。

皆さんからいただいたご意見は提言
書としてまとめ、市長に提出するよ。
詳しくは、次号で紹介するね。
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議　会
報告会

オンライン意見交換会をオンライン意見交換会を
栃木商業高校ビジネス研究部

　若者世代への主権者教育の一環として、議員との意見交換を通して、議会活動への理解を
深めてもらうことや高校生ならではの視点を切り口に栃木市のまちづくりの課題を見い出し、今
後の市政運営に反映するよう市に対して提言していくことを目的に、意見交換会を開催しました。

意見交換会でいただいたご意見を紹介します

●意見交換会の概要
　オンライン会議システムを利用し、３班に分かれて決められたテーマについて意見交換を行い、
最後に意見を発表、共有する。
●参加者
　栃木商業高校ビジネス研究部員
　栃木市議会議員（議会報告会運営委員および議長、副議長）
●テーマ
①栃木市一丸となって渡良瀬遊水地を活性化するためには
②市内観光地をつなぐ
③高校生が考える栃木市の理想像

テーマ：	栃木市一丸となって渡良瀬遊水
地を活性化するためには（1班）

主なご意見
・恋人の聖地としてアピールし、フォトス

ポットとなるようなベンチを設置する。
・巴波川に飾るこいのぼりをハート柄にする。
・コウノトリのイメージが広がっていないの

で、コウノトリを活用したハート型のグッ
ズなど、恋人の聖地としてアピールできる
ような商品を作る。

・渡良瀬遊水地は体験活動、歴史、ラムサー
ル条約、SDGsなど学習の場に適している
ので修学旅行地としてアピールする。

テーマ：市内観光地をつなぐ（2班）
主なご意見

・観光地は多くあるが、行く手段が少ないの
で、循環する専用バスを運行すれば気軽に
巡回できると思う。

・食べ歩きが好きなので、１日かけていろい
ろな栃木市の食を味わえたら良いと思う。

・蔵の街のみそを使った定食を作り、おいし
さをたくさんの人に伝えたい。

・渡良瀬遊水地のハート型の貯水池、コウノ
トリと巴波川のコイ（恋）など恋愛をイメー
ジした場所を巡る恋愛成就周遊プランがで
きたら良いと思う。
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歴史と

文化を
つなぐ

嘉右衛門町伝建地区拠点施設「ガイダンスセンター」

　

今
の
広
報
委
員
で
の
議
会
だ
よ
り
編

集
も
今
号
を
含
め
、
あ
と
２
回
と
な
り

ま
し
た
。
４
月
に
は
市
議
会
議
員
、
市

長
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、
選
挙
前
に

皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
議
会
だ
よ
り
は

今
号
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
４
年
間
を
通
し
て
、
議
会
報
告

を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
栃

木
市
議
会
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
一

助
に
な
っ
た
な
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
事
に
も
こ
れ
で
良
い
と
い
う
事
は
な

く
、
日
々
改
善
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
で
次
の
委
員

に
引
き
継
ぐ
事
に
な
り
ま
す
。
全
議
員

が
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
働
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を

胸
に
最
後
の
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
内
海 

ま
さ
か
ず 

記
）
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目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方はお気軽
に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

3月定例会の予定（変更になる場合があります）
日 月 火 水 木 金 土
2/13 14 15 16 17 18 19

本会議
議案等提案

予算特別委員会
新聞折込 予算概要説明

20 21 22 23 24 25 26
本会議 天皇誕生日 本会議

『一般質問』 『一般質問』
27 28 3/1 2 3 4 5

本会議 常任委員会・予算特別委員会分科会
『一般質問』 （総務） （民生） （産業教育） （建設）

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
予算特別委員会

会派代表質疑 分科会長報告
20 21 22 23 24 25 26

春分の日 本会議
議案等採決

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、２月17日

（木）に新聞折り込みを予定しています。
　また、一般質問の様子は、ケーブルテレビ
や市議会のホームページからもご覧いただけ
ます。
　ぜひ、ご覧ください。

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報
紙モニター」にインタビューするコーナーです。 （今回のインタビュアー：内海委員）

Ｑ：議会だよりをご覧になってどのように思われますか。

Ａ�：自分が票を入れた議員さんの投票結果がわかる議案に対す
る賛否の表は良いと思います。ただ、〇×のみではなく、何に
賛成反対したのか、議案に対する説明がもう少しあれば分か
りやすいですね。
Ｑ：市議会議員に思うことはありますか。

Ａ�：きっと議員活動は行なっているのでしょうが、一般質問を行
わない議員さんは栃木市をどうしたいと思っているのかと思っ
てしまいます。選挙で誰に入れるか考える参考にするため、議
員さんの成績表があればと思います。また、先日一般質問を
録画して見たのですが、質問の残り時間が表示されると良い
と思いました。
Ｑ�：手厳しいご指摘、斬新なご提案ありがとうございます。最後
に一言お願いします。

Ａ�：栃木市を良い市にしていってほしいと思います。議員の皆さ
まには期待しています。

議会広報紙モニター 
紺野 晶子さん
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